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研究成果の概要（和文）： 
(1) 2 種類の発話単位（「長い単位」と「短い単位」）の認定基準を定式化し、認知的・伝達的

観点からその有効性を検討した。 
(2) 「長い単位」「短い単位」の認定手続きをマニュアルとしてまとめた。 
(3) 所有する対話データ 8 対話（計 40 分）に対して「長い単位」「短い単位」のタグ付けを行

い、合わせて形態論情報・韻律情報・話者交替情報も付与した。 
(4) 上記の認定基準では認定の難しい「あいづち表現」の認定基準をマニュアルとしてまとめ、

上記対話データにタグ付けを行った。 
(5) これらのタグ付きデータを用いて、発話末予測・話者交替などに関する分析を行い、最先

端の新規な知見を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
(1) An annotation scheme for utterance-units in Japanese dialogs, by which utterances with two 

different granularities, i.e., Long and Short Utterance-Units, are identified, has been proposed and 
verified its efficacy.  

(2) Strict and consistent procedures for the utterance-unit annotation has been developed and 
documented. 

(3) For a set of dialogs consisting of a total of 40-minute recordings, long and short utterance-units 
have been annotated, together with other linguistic and interactional information such as 
morphological, prosodic, and turn-taking information. 

(4) Annotation of response tokens, which is not covered by the utterance-unit annotation scheme, has 
also been documented and conducted for the same set of data. 

(5) Based on these annotated data, a number of novel and advanced findings have been obtained. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本語においては、語の認定基準が整備

され、語の自動分割・情報付与の技術が

開発されたが、対話研究で重要な、語よ

り上位の発話に関する単位・機能を認定

する試みは少なかった。 
(2) 国内外における発話単位・機能の認定に

関する成果は広く普及するには至って

おらず、話し言葉コーパスごとに独自の

単位・機能が利用され、整備されている

状況とは言いがたい。 
(3) 『日本語話し言葉コーパス』プロジェク

トでは、話し言葉の「文」として「節単

位」が提案され、その認定基準を与えた

マニュアルとタグ付きデータが公開さ

れたが、これらは独話データを対象とし

たものであり、対話データに対する有用

性は明らかでなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、2 人以上の話者による対

話において、いわゆる「文」や「発話」に相

当する単位（発話単位）とそれが担う機能を、

揺れのない明確な手続きによって認定する

基準を策定することである。そのため、以下

を作成・開発する。 
(1) 発話単位・機能の認定基準を明記したマ

ニュアル 
(2) 発話単位・機能をタグ付けしたデータ 
(3) 発話単位・機能の認定を自動的に実行す

るソフトウェア 
 
３．研究の方法 
(1) 認知的・伝達的観点を併用し、粒度の異

なる 2 種類の発話単位を提案する。 
(2) これらの発話単位の認定手続きをマニ

ュアルとしてまとめる。 
(3) 所有する対話データに対して、発話単位

のタグ付けを行う。 
(4) これらのタグ付きデータを用いて、発話

末予測・話者交替などに関する分析を行

い、その有用性を確認する。 
(5) タグ付きデータを学習データとして、発

話単位認定を自動的に実行するソフト

ウェアを開発する。 
 

４．研究成果 

(1) 2 種類の発話単位（「長い単位」と「短い

単位」）の認定基準を定式化し、認知的・

伝達的観点からその有効性を検討した。 
(2) 「長い単位」「短い単位」の認定手続き

をマニュアルとしてまとめ、研究組織内

および関連研究者で共有した。 
(3) 所有する対話データ 8 対話（計 40 分）

に対して「長い単位」「短い単位」のタ

グ付けを行い、合わせて形態論情報・韻

律情報・話者交替情報も付与した。 
(4) 上記の認定基準では認定の難しい「あい

づち表現」の認定基準をマニュアルとし

てまとめ、上記対話データにタグ付けを

行った。 
(5) これらのタグ付きデータを用いて、発話

末予測・話者交替などに関する分析を行

い、最先端の新規な知見を得た。 
本研究の顕著な成果として、対話における

発話に関する多彩な情報の認定基準とタグ

付きデータが提供でき、コーパスに基づく対

話の実証的研究の基礎を構築できた。 
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